
経 済 産 業 省  
資源エネルギー庁 

        

平成２４年３月６日 

資源エネルギー庁 

1 



経 済 産 業 省  
資源エネルギー庁 

2 



再生可能エネルギーとは？ 

出典 ： 資源エネルギー庁『日本のエネルギー』、 新エネルギー財団『新エネ大賞』、ＮＥＤＯ『新エネ百選』 等 
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資料提供： 三井造船＇株（  資料提供： 川崎重工業＇株（ 

 「再生可能エネルギー源」とは、「太陽光、風力その他非化石エネルギー源のうち、
エネルギー源として永続的に利用することができると認められるもの」。 

  具体的には、「太陽光、風力、水力、地熱、太陽熱、大気中の熱その他の自然界に存
する熱、バイオマス」などをさす。 



※本データはRPS法の認定を受けた設備からの電力供給量を示したもの。ＲＰＳ法施行前の電力量、ＲＰＳ法の認定を受けていない設備から発電された電力量、及びＲＰ
Ｓ法の認定を受けた設備から発電され、自家消費された電力量は本データには含まれない。 

※2009年11月より余剰電力買取制度の対象となる太陽光発電設備は特定太陽光として算出。 

新エネルギー等発電設備からの供給総量の経年変化＇億kWh（ 
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余剰電力買取制度開始 
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 RPS制度導入（2003年）後、再生可能エネルギーによる電力供給量は倍増。 

 さらに、余剰電力買取制度導入（2009年）後、太陽光発電の導入量は大幅に拡大。 

再生可能エネルギーによる電力供給量の推移 
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我が国の年間発電電力量の構成＇２００９年度（ 

＇出所（資源エネルギー庁「平成２２年度電源開発の概要」を基に作成 

約２５％ 

約２９％ 

約２９％ 

約７％ 

約８％ 

約１％ 
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現在の発電コストの比較例 
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日本の電源構成 

 2009年度の発電電力量のうち、水力発電を除く狭義の再生可能エネルギーは約１％。 

 コスト高が課題。その普及には、市場原理を補う仕組みが必要。 
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発電燃料燃焼 

設備・運用 

0.864 

0.695 

0.011 0.013 0.020 0.025 0.038 0.098 0.123 0.043 
0.079 

0.476 
0.376 

0.943 

0.738 

0.599 

0.474 

＊発電燃料の燃焼に加え、原料の採掘から諸設備の建設・燃料輸送・精製・運用・保守等のために消費される全てのエネルギーを対象と
してCO2排出量を算出。 

＊原子力については、現在計画中の使用済み燃料国内再処理・プルサーマル利用（１回リサイクルを前提）・高レベル放射性廃棄物処分
等を含めて算出。                                       出典：電力中央研究所報告書 
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CO２排出量からみる再生可能エネルギー 

 CO2排出量でみると、再生可能エネルギーは圧倒的にクリーンなエネルギー。 
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太陽光発電の設置形態に関する国際比較（2010年） 

＇出典（ＩＥＡや各国業界団体等の資料をもとに資源総合システム調べ 
＇注（・上記グラフは出力ベースで比較。 

   ・上記グラフの作成に当たっては、住宅用については主として住宅の屋根に設置する小規模なもの、非住宅用については主として工場や商
業施設の屋根等に設置する中規模なもの、電力事業については主として地上に設置する大規模なもの。独立型については系統に接続しな
い自家消費用の設備。 

太陽光発電全般 ： 分野別シェア 

 我が国の太陽光発電市場は、住宅用の占めるシェアが８割と住宅用に特化して発達。対
する欧米の住宅用シェアは２割前後。 

 メガソーラーの本格的導入拡大に加え、日本の特徴である住宅屋根の利用拡大も鍵。 
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＇注（ ＩＥＡ ＰＶＰＳ参加国：オーストラリア、オーストリア、カナダ、スイス、デンマーク、ドイツ、スペイン、フランス、英国、イスラエル、イタリア、日本、 

                 韓国、メキシコ、オランダ、ノルウェー、スウェーデン、米国、ポルトガル、マレーシア、トルコ 

導入量＇万ｋＷ（ 
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 日本の太陽光発電の導入量は、世界第３位（２０１０年時点）。 

 ドイツ、スペインが急速に伸びているほか、米国の導入量も急拡大中。 
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出典＇財（新エネルギー財団、＇社（太陽光発電協会等のデータに基づき資源エネルギー庁作成 

補助金制度実施期間 

余剰電力買取
制度の開始 

 長期的にみると、住宅用市場は着実に拡大。 

 平成１８～２０年の３年間は、補助金停止により、一時的に導入量が伸び悩み。 

 平成２１年に補助金を再開（１月）、さらに余剰電力買取制度を導入（１１月）して
以降、住宅用市場は一転して急速に拡大。現在、累積導入件数は約９０万件程度。 

【住宅用太陽光導入件数】 
単年度導入件数 

補助金制度 
の再開 

固定価格買取
制度への移行 
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○補助金制度の対象 

  ①出力：１０ｋＷ未満であること 

  ②変換効率が一定以上のもの 

  ③一定の品質・性能が一定期間確保されているもの 

  ④ｋＷ当たりのシステム価格が一定金額以下のもの 

 平成２１年１月より、５年間の約束で、住宅用太陽光発電システムへの補助を開始。補
助金額と対象上限金額は、徐々に引き下げ。 

 平成２１年１１月には、余剰電力買取制度を導入。政府が決める価格で自家消貹分をの
ぞく余剰電力の買取を電力会社に義務づけ。 

 

○余剰電力買取制度の骨格 

  ①太陽光発電で作られた電力のうち、余剰分が対象 

  ②政府が決めた価格で１０年間買い取り。 

  ③価格は、住宅用と非住宅用で別途設定。 

年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

住宅 
＇１０ｋＷ未

満（ 

補助金 
＇上限金額（ 

７万円/ｋＷ 
＇７０万円/ｋＷ（ 

７万円/ｋＷ 
＇７０万円/ｋＷ（ 

７万円/ｋＷ 
＇６５万円/ｋＷ（ 

４．８万円/ｋＷ 
＇６０万円/ｋＷ（ 

買取価格 － ４８円/ｋＷｈ ４８円/ｋＷｈ ４２円/ｋＷｈ 

非住宅 
＇１０ｋＷ以
上～５００ｋ
Ｗ未満（ 

買取価格 － ２４円/ｋＷｈ ２４円/ｋＷｈ ４０円/ｋＷｈ 

・太陽光発電システムの設置容量：４ｋＷ 

・総コスト：５０万円／ｋＷと仮定して、工事費込みで２００万円 

   総コスト      ２００万円 

 －（国補助        １９．２万円 

 －（東京都補助     ４０万円 

 －（世田谷区補助    １０万円 

 ＝（初期コスト    １３０．８万円 

＇参考（平成２３年度に東京都世田谷区に設置した場合 
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・補助金の額は日本全国様々。世田谷区は最も補助の手厚い 

 ケースの一つ。 
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我が国の一戸建て総数：約２７００万戸 

約９０万戸 

約１２００万戸 

約１５０万戸 

昭和５５年以前の耐震
基準しか満たしていない 

屋根の形状より設置不可 

約１２００万戸 

太陽光発電の 

導入可能な一戸建 

導入済 

日本全国に約２７００万戸ある１戸建てのうち、約１２００万戸は昭和５５年以前の耐震基準であるため、
重い太陽光パネルを屋根に設置することが困難であると仮定。また、１５０万戸は空室であるため太陽
光パネルが設置されないものと仮定。１５０万戸は屋根の形状＇例えば急な角度の屋根（により設置困
難であると仮定。こうした仮定の下で推計すると、日本全国で太陽光パネルを設置可能な一戸建ては
約１２００万戸。そのうち、現時点で９０万戸に導入済み。 

＇出典（平成22年度新エネルギー等導入促進基礎調査事業＜太陽光発電及び太陽熱利用の導入可能量に関する調査
＇委託先：みずほ情報総研（＞より資源エネルギー庁作成 

住宅用太陽光 ： 一戸建ての導入ポテンシャル 

 我が国の足下の導入量は90万戸程度。2020年代のできるだけ早い時期に1,000万戸
の導入を達成するためには、毎年度90万戸程度の導入が必要。 

 一般の御家庭でも比較的導入がしやすい「屋根貸し」制度の導入等の工夫が必要か。 

空室 約１５０万戸 
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出資 

＜南信州おひさまファンド＞ 
 
設置場所：保育園などの公共施設や事業所等の民間施設 
     （長野県飯田市） 
設置者：市民、おひさま進歩エネルギー株式会社 
設備容量：５～２０ｋＷ×１６２か所 
稼働日：2004年度より開始 

 
主に個人の方からの出資を募集し、 
国の補助金と併せて事業貹に活用する仕組みで行っています。 
 
 全国の市民や法人から一口１０万円か５０万円で出資を集め、 
 「おひさま進歩エネルギー」がパネルを一括購入。 
 同社が家庭や保育園、介護施設等に太陽光発電を設置・管理。 
 利用者は、同社に９年間にわたりサービス料を支払い。 
 １０年目にパネルは利用者に譲渡されサービス料丌用に。 
 飯田信金も有志を通じて支援。 

還元 

市  民 
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住宅用太陽光 ： 取組例 

 地域における導入事例としては、市民ファンド等が行う発電設備の設置の取組例あり。 

 新たなビジネスモデルの構築を通じ、更に外部資金を導入し、再生可能エネルギーの導
入の加速を図るのも、大事な選択肢か。地域金融等の活性化も。 
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パワコン＇接続箱含む（

架台・ケーブル・工事費

太陽電池モジュール

43.9%

36.1%

15.2%

51.4%

27.1%

12.9%%

＜日欧の太陽光発電のシステム価格の比較＞ 

100kWｼｽﾃﾑの一括導入例 

 ・太陽電池モジュールは、日本に比べ３割程度低い 

 ・架台・ケーブル・工事費用は、日本の水準の約４割 

 ・パワコン・接続箱は、約５割の水準 
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メガソーラー ： 現状  

 全国に８０か所程度存在。補助金の存在を前提とした、ＣＳＲ目的のものや実証も
のが多く、今は、事業化段階への端境期。まだまだコストが高く、４０～５０万円
/kW台が多い（海外では３０万円を切る例も）。 

 中国等の参入により、世界的にパネルコストが急落。パネル産業のスマイルカーブ
化が急速に進展。架台設置や補機類のコスト、インテグレーターの能力などが国際
競争力上は重要なファクターに。 
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出典： 各電力会社プレスリリースに基づき資源エネルギー庁作成 

伊達メガソーラー発電所 

＇北海道電力（ 

１MW 

八戸太陽光発電所 

＇東北電力（ 

１．５MW 

仙台太陽光発電所 

＇東北電力（ 

２MW 

原町太陽光発電所 

＇東北電力（ 

１MW 

浮島太陽光発電所 

＇東京電力（ 

７MW 

扇島太陽光発電所 

＇東京電力（ 

１３MW 

米倉山太陽光発電所 

＇東京電力（ 

１０MW 

メガソーラーたけとよ 

＇中部電力（ 

７．５MW 

メガソーラーいいだ 

＇中部電力（ 

１MW 

メガソーラーしみず 

＇中部電力（ 

８MW 

堺コンビナート太陽光発電施設 

＇関西電力（ 

１８MW 
堺太陽光発電所 

＇関西電力（ 

１０MW 

三国メガソーラー発電所 

＇北陸電力（１MW 

メガソーラー大牟田発電所 

＇九州電力（３MW 

珠洲メガソーラー発電所 

＇北陸電力（ 

１MW 

志賀太陽光発電所 

＇北陸電力（１MW 

富山太陽光発電所 

＇北陸電力（ 

１MW 

松山太陽光発電所 

＇四国電力（ 

４．３MW 

福山太陽光発電所 

＇中国電力（ 

３MW 

宮古島メガソーラー実証研究設備 

＇沖縄電力（４MW 

平成２４年２月現在 

■計画・建設中＇９（ 

■一部稼働＇２（ 

■稼働中＇１４（ 

ＮＥＤＯ稚内実証サイト 

＇北海道電力（５MW 

響灘太陽光発電所 

＇電源開発（１MW 

沖縄県名護市＇沖縄電力（ 

１MW 

メガソーラー大村発電所 

＇九州電力（３MW 

＇ （内は事業所数 

宇部太陽光発電所 

＇中国電力（ 

３MW 

メガソーラー ： 発電所MAP（電力会社編） 

 平成2４年２月現在、電力会社によるメガソーラーは、計画・建設中も含めて約2５
カ所。１MWクラスから１０MW以上のものまで様々。 

15 
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LIXIL有明工場 

＇トステム（３．８MW 

平成２３年９月現在 

朝霞浄水場＇東京都水道局（１．２ＭＷ 

三郷浄水場＇東京都水道局（１．１ＭＷ 

東村山浄水場＇東京都水道局（１．２ＭＷ 

羽田太陽光発電＇三井物産・東電（２ＭＷ 

羽田空港ターミナルビル＇日本空港ビルディング（１．２ＭＷ 

新中央卸売市場予定地＇東京都（２ＭＷ 

ＮＥＤＯ北杜実証研究サ
イト＇ＮＥＤＯ（２．０ＭＷ 

レンゴー福島矢吹工場＇レンゴー（１．５ＭＷ 

宮崎ソーラーパーク 

＇ソーラーフロンティア（１ＭＷ 

宮崎ソーラーウェイ都農第2発電所 

＇国際航業ＨＤ、宮崎ソーラーウェイ（１ＭＷ 

シャープ亀山工場 

＇シャープ（ 

５．２MW 

プロロジスパーク座間＇プロロジス（１ＭＷ 

トヨタ自動車堤工場 

＇トヨタ自動車（２MW 

新潟雪国型メガソーラー発電所 

＇新潟県、昭和シェル石油（１MW 

イオン伊丹昆陽ショッピングセンター 

＇イオン（１．１ＭＷ 

NHK菖蒲久喜放送所＇NHK（２MW 

新潟東部太陽光発電所 

＇新潟県（１MW 

東京エレクトロン宮城＇東京エレクトロン（１ＭＷ 

ソーラーフロンティア国富工場
＇ソーラーフロンティア（２MW 

あわじメガソーラー１ 

＇淡路市（１MW 

大阪市夢州１区メガソー
ラー＇住友商事他（１０MW 

三菱電機スマートグリッド実証実験 

＇三菱電機（４ＭＷ 

横浜スマートシティープロジェクト＇横浜市（２７ＭＷ 

名古屋南ＪＣＴ付近～高針JCT区間 

＇中日本高速道路（２MW 
大阪府岬町＇岬町（１０MW 

九州メガソーラー 

＇国東市（１０MW 

大分自動車道、山田ＳＡ 

＇西日本高速道路（１MW 

今治造船多度津事業部  

＇今治造船（１．３ＭＷ 

東京エレクトロン山梨＇東京エレクトロン（１．８ＭＷ 

Fソーラーテクノパーク＇NTTファシリティーズ（２ＭＷ 

福島復興ソーラー＇キッズシティージャパン他（１ＭＷ 

本田技研四輪Ｒ＆Ｄセンター＇本田技研（１．２ＭＷ 

太田市さくら工業団地＇太田市（１．５ＭＷ 

水戸浄水場＇茨城県中央水道事務所（１MW 

LIXIL岩井工場＇トステム（３．８MW 

トステム須賀川工場＇トステム（３．８ＭＷ 

ウェストホールディングス東峰村 

＇西日本高速道路（１．５MW 

ルネサンスプロジェクト 

＇ルネサンス・エコファーム（１MW 

三井化学田原市 

＇三井化学他（５０MW 川崎市長沢浄水場＇川崎市（１ＭＷ 

桔梗野工業団＇NPOグリーンシティ（２MW 

釧白工業団地＇ユーラスエナジー（２１MW 

金沢動物園＇横浜市（１ＭＷ 

十勝スピードウェイ 

＇ＭＳＦ（１８．２ＭＷ 

青森市ごみ処理施設 

＇三菱重工等（１ＭＷ 出典： 各社公開情報に基づき資源エネルギー庁作成 

■計画・建設中 

■一部稼働 

■稼働中 
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メガソーラー ： MAP（電力会社以外編） 

 平成23年9月現在、電力会社以外によるメガソーラーは、計画・建設中も含めて約48カ
所。１～２MWクラスが主流。 

ロジポート柏＇ラサールインベストメントマネージメント（１．５MW 
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 産業廃棄物処理場の跡地を活用し、日本で最大級のメガソーラーを建設した事例。 

 こうした処理場の跡地や、未利用の工場団地、その他未活用の土地にとって、メガソー
ラーは、安定的な運用収益源となるポテンシャルが高い。 

設置場所：大阪府堺市 
設置者：堺市と関西電力の共同事業 
設備容量：１０，０００kW 
稼働日：２０１１年９月７日 
 
 大阪湾岸の約２１万㎡の広大な土地に、近隣のシャー
プ堺工場で生産した薄膜型太陽電池約７万4000枚がな
らべられています。 
 
年間の発電量は、約１，１００万kWhを想定しており、
一般家庭約３，０００世帯分の電力に相当します。 
 

17 

メガソーラー ： 取組例 

http://www.zaikei.co.jp/article/20110907/80242.html
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順位  総出力〔ＭW〕  設置場所  

1 100 ウクライナ PerovoⅠ,Ⅱ,Ⅲ, Ⅳ太陽光発電所 

2 97 カナダ Sarnia太陽光発電所 

3 84.7 ドイツ Finow太陽光発電所 

4 84.2 イタリア Montalto di Castro太陽光発電所 

5 82 ドイツ SenftenbergⅡ,Ⅲ太陽光発電所 

5 80.2 ドイツ FinsterwaldeⅠ,Ⅱ,Ⅲ太陽光発電所 

6 80 ウクライナ Ohotnikovo太陽光発電所 

7 73 タイ ロッブリー太陽光発電所 

8 71 ドイツ Lieberose太陽光発電所 

9 70.6 イタリア San Bellino太陽光発電所 

10 70 ドイツ Alt Daber太陽光発電所 

・・・       

- 13 日本 扇島太陽光発電所＇東京電力（ 

 現在、国内最大級の太陽光発電の設置例は、扇島太陽光発電所（東京電力）の１３ＭＷ。 

 世界的にも大規模化へ向けた建設が行われており、現時点では稼働中のものではウクライ
ナの１００ＭＷが最大。 

メガソーラー ： 世界の発電規模（２０１２年２月時点） 
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【日本の生産量】 

 

 

＇資料（ 太陽光発電協会 
 
 

 1985              1990              1995              2000              2005 

【太陽光発電システムの用途】 

 
 
 
 

2002              2004             2006             2008 

太陽電池の生産量 

Suntech＇中（

6.5%

JA Solar＇中（

6.0%
Yingli Green Energy＇中（ 4.6%

MOTECH＇台（ 2.9%

Gintech＇台（

3.3%

Trina Solar＇中（
4.6%

Q-Cells
＇独（

3.9%
SolarWorld＇独（ 2.1%

REC ScanCell＇ノルウェー（ 2.1%

シャープ

4.6%

京セラ

2.7%

First Solar＇米（

5.8%

三洋電機 1.7%

SunPower＇比（ 2.1%

Canadian Solar＇中（ 2.2%

Hanwha-SolarOne＇中（ 2.2%
太陽電池生産量

24,262MW

＇2010年（

その他＇中国・台湾（

17.9%

中国・台湾

58.5%
＇14,193MW（

欧州

16.4%
＇3,966MW（

日本

10.5%

＇2,546MW（

米国

8.4%
＇2,043MW（

その他

6.2%
＇1,515MW（

Neo Solar＇台（ 2.2%

E-TON＇台（ 1.7%

Changzhou Eging PV＇中（ 1.3%

China Sunergy＇中（ 1.4%

Ningbo＇中（ 1.7%

その他 2.6%

Schott Solar＇独（ 1.3%

Bosch Solar Energy＇独（ 1.4%

その他＇欧州（

5.6%

その他 1.5%

Hyundai Heavy  Industries＇韓（ 1.2% その他 2.9%

なお、上図の企業別生産量のグラフについては、米国のFirst Solarは米国内での生産量とドイツ工場とマレーシア
工場の生産量の合計値を米国の生産量としてカウントしている。 

同様に、ドイツのQ-Cellsは、マレーシア工場での生産量をドイツの生産量としてカウントし、また同じくドイツの
SolarWorldにおいても、米国工場での生産量をドイツの生産量としてカウントしている。 

また、ノルウェーのREC ScanCellについては、シンガポールのREC Solarの生産量をノルウェーの生産量としてカウ
ントしている。 

出典：PV News.2011.5及びPV News.2011.7をもとにMETIで作成 19 

 ２０１０年の日本の生産量は世界の約１０分の１（１０．５％）。 
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0.0% 

5.0% 

10.0% 

15.0% 

20.0% 

25.0% 

30.0% 

ドイツ スペイン デンマーク 日本 

バイオマス 

廃棄物 

太陽光 

地熱 

水力 

風力 

各国の再生可能エネルギーの導入構成比（2009年） 

風力発電 
１８．５％ 

１３％ 

６．６％ 

０．３％ 

再生可能エネルギー 

１８．５％ 

２５．３％ 

２７．７％ 

９．７％ 

出典：IEA Energy Balance  2011よりエネルギー経済研究所作成 

風力全般 ： 風力の占めるウエートに関する国際比較 

 再生可能エネルギー比率の高い国は、風力発電の比率が高く、半分程度。 

 我が国が再生可能エネルギーの比率を高めるためには、スケールメリットの働きや
すい風力導入拡大の真剣な検討が必要。 
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風力全般 ： 導入量の国際比較 

 日本の累積導入量は世界１２位（２０１０年時点）。 
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～1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

総設備容量(kW) 1214.5 1014.5 2541 3473.5 4973 7579.5 10421 13711.5 21538 37821.5 82636.5 143744 312816.5 464270 680708.5 925421 1084831 1490087 1674429 1882132.5 2185696.5 2441699.5 

設置基数＇基（ 9 9 14 23 33 44 54 66 89 127 198 259 434 576 741 920 1059 1316 1413 1533 1681 1814 
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我が国における風力発電導入量の推移 
NEDO  

＇2011年3月末現在（ 

２０１０年度総設備容量：約２，４４２千ｋＷ＇１，８１４基（ 

＇出典（ＮＥＤＯ 

風力全般 ： 導入量の推移 

 我が国の風力発電の導入量は２０１０年に２４４万ｋＷ（１，８１４基）まで拡大。 
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我が国の一事業者当たりの風車設置基数の推移 
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１事業者当たりの風車設置基数の推移

＞11基
10基
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8基
7基
6基
5基
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2基
1基

＇出典（ＮＥＤＯ 

風力全般 ： ウィンドファームの規模 

 現在の日本の場合は全国４７９事業所のうち３９３事業所が５基以下で小型のウィンド
ファーム（国内最大規模は新出雲ウィンドファームの7.8万ｋＷ、世界最大規模は中国酒
泉の560万kW(2000基以上の規模を計画)）。 

 風力発電は、太陽光発電と比べて、特にスケールメリットが働きやすく、我が国に定着
するためには、風力適地におけるまとまった立地確保が鍵。 
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 風力発電に適した地域は、必ずしも全国中にあるわけではない。 

 限定的な立地条件をどう生かすか。 

25 
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全国基幹連系系統 
【平成２２年６月時点】 

 北海道や東北の一部には、風況が良好で、大規模な土地の確保が可能な風力発電の
適地でありながら、電力需要が小さいことから系統の容量が大きくなく、風力発電
の導入拡大が進まない地域が存在。 
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＇注（・既連系量には、本系統と連系していない離島など連系可能量の枠外として取り扱っている
風力発電や、未着工・工事中の風力発電は含まない。 

・東京電力、中部電力、関西電力の３社は、連系可能容量の枠を設定していない。 

連系可能容量＇万kW（ 
既連系量＇万kW（ 

＇2011年3月末現在) 

北海道電力 ５６．０ ２７．６ 

東北電力 １５８．０ ５０．０ 

東京電力 － ３５．７ 

中部電力 － ２１．１ 

北陸電力 ２５．０ １４．６ 

関西電力 － ８．１ 

中国電力 ６２．０ ２９．９ 

四国電力 ２５．０ １６．６ 

九州電力 １００．０ ３３．１ 

沖縄電力 ２．５ １．４ 

合  計 ４２８．５ ２３８．１ 

＇出典（電気事業連合会 

 電力会社が公表している連系可能容量及び既連系量は以下のとおり。 

 特に風況の良い北海道電力と東北電力については、連系可能容量が上限に近づきつつあ
る。これらの連系可能量の拡大は、喫緊の課題。 

平成２３年度に両者が募
集した枠は、それぞれ以
下のとおり。いずれも募集
枠を大幅に上回る応募あ
り。 
 
北海道電力  ２０万kW 
東北電力     ３０万kW 
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洋上風力 ： 現状 （国内） 経 済 産 業 省  
資源エネルギー庁 

長崎県五島沖

環境省
浮体式洋上風力発電実証事業

我が国初となる２ＭＷ
級の浮体式洋上風力
発電実証機１基を外
洋域に
H２５年度に設置する
ことを目指している。

茨城県鹿島港
民間会社
洋上風力発電所の運転

民間事業者「㈱ウィンド・パワー・いば
らき」により、２ＭＷの洋上風車７基が
Ｈ２２年６月より稼働中。
Ｈ２４年に８基を追加予定。将来的に
は沖合に１００基程度の建設を計画中。

地図は、「再生可能エネルギー導入ポテンシャ
ル調査報告書」＇平成２３年４月、環境省（より、
日本周辺海域の年間平均風速の分布状況

年間平均風速(海面上80m)
6.5m/s以上

7.5m/s以上
8.5m/s以上

千葉県銚子沖／福岡県北九州沖

経産省
洋上風力発電等技術研究開発

観測タワーと実機を設置
して、風況観測及び発電
ステムの実証研究
を行う。
銚子沖はＨ２４年度に設
置予定。＇震災の影響（

山形県酒田港

民間会社
洋上風力発電所の運転

民間事業者「サミットウィンドパ
ワー㈱」により、２ＭＷの洋上風
車５基がH１６年１月より稼働中。

北海道瀬棚港

自治体＇せたな町（
洋上風力発電所の運転

せたな町により、６００ｋＷ
の洋上風車２基がH１６年４
月より稼働中。

福島県沖
＇具体的箇所は今後調整（

経産省
浮体式洋上ウィンド

ファーム実証研究

浮体式洋上風車を６基程度
設置して、浮体式洋上ウィン
ドファームの安全性・信頼性
・経済性を明らかにする。

 我が国の洋上風力発電は、実証研究段階。まさに、今年度、試験機が本格的に運転
を開始する予定（経産省：銚子沖、北九州沖、環境省：五島沖）。 

 陸上に接岸する形で行っている洋上風力発電は、すでに全国３か所で事業化。一部
は、平成２７年度以降に、本格的な洋上への展開も進める予定。 
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発電所名 出力＇MW（ 設置国 稼働年
Horns RevⅠ 160 デンマーク 2002
Nysted (RødsandⅠ) 166 デンマーク 2003
Princess Amalia 120 オランダ 2008
Lynn and Inner Dowsing 194 イギリス 2008
Horns RevⅡ 209 デンマーク 2009
Bligh Bank (Belwind) 165 ベルギー 2010
Gun fleet Sands 172 イギリス 2010
Robin Rigg (Solway Firth) 180 イギリス 2010
RØdsandⅡ 207 デンマーク 2010
Thanet 300 イギリス 2010
Hastings 600 イギリス 未定
West of isie of Wight 900 イギリス 未定
Moray Firth 1,300 イギリス 未定
Bristol Channel 1,500 イギリス 未定
Firth of Forth 3,500 イギリス 未定
Hornsea 4,000 イギリス 未定
Irish Sea 4,200 イギリス 未定
Northfolk Bank 7,200 イギリス 未定
Dogger Bank 9,000 イギリス 未定

【着床式洋上風力＇計画中を含む（】 

発電所名 出力＇MW（ 設置国 稼働年
Hywind project 2.3 ノルウェー 2010
Principle Power 2.0 ポルトガル 2011

【浮体式洋上風力】 

福島沖が１GW(1000MW)で事業化すれば、
浮体式としては圧倒的世界一。 

 世界の洋上風力発電は、着床式が主流。欧米では既に数百ＭＷ（数十万ｋＷ）のものも多
い。将来的には数ＧＷ （数千MＷ）級の計画も。 

 他方、浮体式については、世界的にも２ＭＷ（2,000ｋＷ） 級の実証機があるのみ。  
１ＧＷ（１千MＷ）級で事業化できた場合、福島プロジェクト(次ページ参照)が世界をリード。 
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洋上風力 ： 福島における実証研究事業の実施 

 洋上風力発電事業を効果的に展開するためには、年平均風速が概ね７ｍ／ｓ以上の風況
のよい海域を選定することが必要。 

 福島県沖は、近海の風が弱いため、水深５０ｍ以上となる沖合での展開が丌可欠。この
ため、浮体式の風力発電技術の実用化に着手。 

 ・福島県沖に浮体式の風力発電システムを３～６基建設し、実証研究を実施。 
 ・平成２３年度第３次補正予算で１２５億円を措置（平成２７年度までの５年間で、総事

業貹が１８８億円程度を計画）。 

地上高７０ｍの年平均風速(m/s（ 

想定している実証エリア 

浮体式洋上ウィンドファーム完成イメージ 
＇提供：三井造船＇株（、東京大学、東京電力＇株（（ 
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Vestas (デンマーク) 

Sinovel (中国) 

GE Wind (アメリカ) 

Goldwind (中国) 

Enercon (ドイツ) 

Suzlon Group (インド) 

Dongfang (中国) 

Gamesa (スペイン) 

Siemens (デンマーク) 

United power (中国) 

Mingyang (中国) 

Nordex (ドイツ) 

三菱重工 (日本) 

Sewind (中国) 

Hara Xemc (中国) 

その他 

風力発電機国別生産量 

＇2010年（ 

合計40,722MW 

＇出典（BTM Consult –A Part of Navigant Consulting- March 2011を基に作成 
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風力発電 ： 生産量の国際比較 

 現在、我が国のメーカーの風力発電機のシェアは低い。 


